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参 考 手 本

成

瀬

映

山

先

生

幽ゆ
う

居き
ょ

翠す
い

微び

に
近ち
か

し

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

高

木

聖

雨

先

生

清せ
い

雲う
ん

炎え
ん

暉き

を
却し
り
ぞ

く

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参 考 手 本



― 5 ―

（７月 10 日締切）

条 幅 規 定

【
今
月
の
課
題
】

「�

松
端
秋
芲
起
絳
烟
旖
旎
雲�

錦
殷
不
羞
不
自
立
舒
光
射
」

�

（
20
字
）

『
蜀し
ょ
く素そ

帖じ
ょ
う』

米べ
い
芾ふ
つ
（
宋
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
擬
古
　

靑
松
勁
挺
姿
　
凌
霄
恥
屈
盤
　

種
種
出
枝
葉
　
牽
連
上
松
端
　

秋
芲
起
絳
烟
　
旖
旎
雲
錦
殷
　

不
羞
不
自
立
　
舒
光
射
丸
丸
　

柏
見
吐
子
效
　
鶴
疑
縮
頸
還
　

靑
松
本
無
華
　
安
得
保
歲
寒
　

　
擬ぎ

古こ

青せ
い

松し
ょ
う

勁け
い

挺て
い

の
姿す

が
た

凌り
ょ
う

霄し
ょ
う

屈く
つ

盤ば
ん

を
恥は

づ

種
々
に
枝し

葉よ
う

を
出い

だ
し

牽け
い

連れ
ん

し
て
松し

ょ
う

端た
ん

に
上の

ば

る

秋し
ゅ
う

花か

絳こ
う

烟え
ん

よ
り
起
こ
り

旖い

旎じ

と
し
て
雲う

ん

錦き
ん

殷さ
か

ん
な
り

羞は

じ
ず
自
立
せ
ざ
る
を

光
を
舒の

べ
て
射い

て
丸が

ん

々が
ん

た
り

柏
は
吐と

子し

の
效こ

う

を
見み

鶴
は
疑
い
て
頸く

び

を
縮ち

ぢ

め
て
還か

え

る

青
松
本も

と
華は

な

無
し

安い
ず
く

ん
ぞ
歲さ

い

寒か
ん

を
保た

も

つ
を
得え

ん
や

A部（準五段以上）
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条 幅 規 定

（７月 10 日締切）

『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

【
今
月
の
課
題
】

「�

興
懷
其
致
一
也
後
之
攬
者�

亦
將
有
感
於
斯
文
」�

�

（
17
字
）

能
喩
之
於
懷
。
固
知
一
死
生
爲
虚

誕
。
齊
彭
殤
爲
妄
作
。
後
之
視
今
。

亦
由
今
之
視
昔
。
悲
夫
。
故
列

敍
時
人
。
錄
其
所
述
。
雖
世
殊
事

異
。
所
以
興
懷
。
其
致
一
也
。
後
之
攬

者
。
亦
將
有
感
於
斯
文
。

之こ
れ

を
懐
に
喩さ
と

す
能あ
た

は
ず
。
固も
と

よ
り
死し

　せ
い生
を

一い
つ

に
す
る
は
虚き
ょ

　た
ん誕
た
り
、
彭ほ
う

　し
ょ
う殤
を
斉ひ
と

し
く
す
る
は
妄も
う

　さ
く作
た
る
を
知
る
。
後
の

今
を
視み

る
も
、
亦ま

た
由な

お
今
の
昔
を
視み

る

が
ご
と
し
。
悲
し
い
か
な
。
故ゆ
え

に
時じ

　じ
ん人
を

列れ
つ

　じ
ょ叙
し
、
其
の
述の

ぶ
る
所
を
録ろ
く

し
、
世よ

殊こ
と

な
り
事こ
と

異こ
と

な
る
と
雖い
え
ど

も
、
懐
を
興お
こ

す

所ゆ
え
ん以
は
、
其
の
致ち

は
一い
つ

な
り
。
後の
ち

の
攬み

る

者
、
亦
た
将ま
さ

に
斯こ

の
文ぶ
ん

に
感
ず
る
有
ら
ん

と
す
。

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

Ｂ部（四段以下）



―
7
―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

令
蜀
郡
西
部

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

夏
陽
令3

・
蜀
郡
西
部

3

3

3

3

3

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

不
徒
聞
於
往

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　
〔
一
級
以
下
〕
楷
書

徒3

い
た
ずら
に
往3

昔
に
聞

3

3

く
の
み
な
ら
ず3

3

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（７月 10 日締切）



― 8 ―― 9 ―

渡

邉

南

嶂

先

生

雨
過
崖
水
响
　
石
梁
裊
山
㵎
　
晴
天
挂
一
虹
　
溪
斷
雲
不
斷

雨
過
ぎ
て
崖
水
響
き
　
石
梁
山
㵎
に
裊
た
り
　
晴
天
一
虹
挂
か
り
　
溪
断
え
て
雲
断
え
ず

条 幅 参 考 手 本

森
　
　
　
亜
　  

希
　  

子

先

生

石
苔
應
可
踐
　
叢
枝
幸
易
攀
　
靑
溪
歸
路
直
　
乘
月
夜
歌
還

石
苔
応
に
践
む
可
く
　
叢
枝
幸
ひ
に
攀
ぢ
易
し
　
青
溪
帰
路
直
く
　
月
に
乗
じ
て
夜
歌
ひ
て
還
る



― 8 ―― 9 ―

　
　
奈
　
　
　
　
　
　
　
曽
　
　
　
　
　
日
　
二
　
　
　
連
　
　
　
　
　
累
　
　
　
者
　
　
　
　
　
　  

於
も
　
　
日
と
　
　
な
み
多 

盤

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（７月 10 日締切）

鰐

渕

碧

桃

先

生

二
句
三
年
得
　
一
吟
雙
淚
流
　
知
音
如
不
賞
　
歸
臥
故
山
秋

二
句
三
年
に
得
た
り
　
一
た
び
吟
ず
れ
ば
雙
涙
流
る
　
知
音
如
し
賞
せ
ざ
れ
ば
　
帰
り
臥
せ
ん
故
山
の
秋
に

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

音お
と

な
し
の
川か
は

ぞ
と
つ
ひ
に
流な
が

れ
出い

づ
る
い
は
で
も
の
思お
も

ふ
人ひ
と

の
涙な
み
だ

は
（
清
原
元
輔
）

条 幅 参 考 手 本

支
部
名
　
　
段
級
　
　
姓
号
（
鉛
筆
）



―
10
―

―
10
―

（７月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

山や
ま

よ
り
も
深ふ
か

き
と
こ
ろ
を
尋た
づ

ぬ
れ
ば
我わ

が
心
に
ぞ
人ひ
と

は
い
る
べ
き
（
藤
原
斉
信
）

　
　
　
　 

利
　
母 

婦
可
　
　
　
　
　
　
　
　 

越
　
　
　
　
　
連
　
盤
　
王
　
可
こ
ゝ
路
耳
　
所 

日
と 

盤
　
　
　
　
　
遍

半紙かな（１級以下）

小

林

素

水

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

木
洩も

れ
日び

の
あ
れ
ば
と
ど
ま
る
蜥と
か
げ蜴
か
な
（
後
藤
夜
半
）

　
　
　
　  

連
　
　
　
　
　
　
　
麗
　
者
　
　
　
　
　
満
　
　
　
と
可
遣

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名
　
　
　
段
　
　
　
姓
　
　
号
　（
鉛
筆
）

支
部
名
　
　
　
級
　
　
　
姓
　
　
号
　（
鉛
筆
）



― 11 ―― 11 ―

実 用 文

朝

平

霞

山

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（７月 10 日締切）



― 12 ―― 12 ―

細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P48

蟷と
う

　
螂ろ
う

　
か
ま
き
り
。
　
　
　
　
蟻ぎ

　
列れ
つ

　
蟻あ
り

の
列つ
ら
なる
さ
ま
。

振し
ん

　
斧ふ

　
斧
を
振
り
上
げ
る
。

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（７月 10 日締切）

支
　
部
　
　
　
　  

段
級
　
　
　
　 

姓
　
　
　
号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）



― 13 ―― 13 ―

（７月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
變
（
変
）
え
な
が
ら
…
語
る
。
同
じ
…
違
う
表
情
を
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

齊

藤

翡

流

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

 

前

小６用

（７月 10 日締切）



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　
　

 
名　
　
　

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（７月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　田　　邉　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（７月 10 日締切）



― 16 ―― 17 ―

船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（７月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

小
一
毛
筆
　
そ
ら

小
一
・
幼
年
硬
筆
　
な
つ
や
す
み
、
え
に
っ
き
、
は
な
び
、
う
み
。

８ 

月 

10 

日 

締 

切 

学 

生 

課 

題 

予 

告

８ 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　

岩
た
た
く
谷
の
水
の
み
お
と
ず
れ
て
夏
に
知
ら
れ
ぬ
み
山
べ
の
里
（
前
参
議
教
長
）

か
な
条
幅
規
定
　
み
山
出
て
ま
だ
里
馴
れ
ぬ
郭
公
旅
の
空
な
る
音
を
や
鳴
く
ら
ん
（
修
理
大
夫
顕
季
）

Ｂ
部
条
幅
規
定
　
永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春
之
初
會
于
會
稽
山
陰

Ａ
部
条
幅
規
定
　
丸
丸
柏
見
吐
子
效
鶴
疑
縮
頸
還
青
松
本
無
華
安
得
保

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

雲
海
や
鷹
の
ま
ひ
ゐ
る
嶺
ひ
と
つ
（
水
原
秋
桜
子
）

実
用
文　

�

古
典
を
初
期
の
段
階
で
学
ん
で
お
く
べ
き
も
の
と
し
て
、
楷
書
は
九
成
宮
醴
泉
銘
、
行
書
は
蘭

亭
叙
、
草
書
は
書
譜
、
隷
書
は
曹
全
碑
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
硬
筆
（
初
段
以
上
）　�

朝
顔
が
開
き
は
じ
め
た
窓
辺
に
季
節
の
気
配
が
漂
う
。
目
覚
め
の
中
に
花
が

あ
る
日
常
は
特
別
だ
。

一
般
硬
筆
（
一
級
以
下
）　�

幸
福
の
便
り
と
い
う
も
の
は
、
待
っ
て
い
る
時
に
は
、
決
し
て
こ
な
い
も
の
だ
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

都
尉
祖
父
鳳

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　
昔
以
祥
爲
懼

小
二
硬
筆
　
な
つ
休
み
中
に
、
あ
り
の
か
ん
さ
つ
を
し
た
い
。

小
二
毛
筆
　
カ
メ
ラ

小
三
硬
筆
　
夏
に
は
、
家
ぞ
く
で
り
ょ
行
に
出
か
け
ま
す
。

小
三
毛
筆
　
ミ
ル
ク
色

小
四
硬
筆
　
つ
ゆ
が
明
け
、
太
陽
と
と
も
に
夏
が
や
っ
て
く
る
。

小
四
毛
筆
　
古
い
文
字

小
五
硬
筆
　
さ
あ
夏
だ
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
海
で
泳
ぎ
ま
す
。

小
五
毛
筆
　
広
い
世
界

小
六
硬
筆
　
夏
休
み
に
、
両
親
と
い
っ
し
ょ
に
富
士
登
山
を
す
る
。

小
六
毛
筆
　
空
の
銀
河

中
一
硬
筆
　
軽
い
運
動
で
汗
を
か
く
の
が
、
最
高
の
健
康
法
だ
。

中
一
毛
筆
　
谷
川
水
の
音

中
二
硬
筆
　
青
い
空
に
白
い
雲
、
夏
は
海
の
恋
し
い
季
節
だ
。

中
二
毛
筆
　
寄
せ
る
大
波

中
三
硬
筆
　
夏
は
湿
度
が
高
く
、
蒸
し
暑
く
、
過
ご
し
に
く
い
。

中
三
毛
筆
　
眼
下
の
雲
海

中
学
部
か
な
　
岩
の
間
に
　
砂
す
こ
し
　
あ
り
て
清
水
わ
く

小
学
部
小
筆
　
海
べ
の
風
　
な
が
れ
星




